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Vision 117     

西宮市の事務所で、寺本氏と「これは10年

かかるやろうね」と言いながら始めた東日本

大震災支援活動でした。今年の３月11日で

ちょうど10年が経ちました。被災された皆様

にとりまして、長くもあり短くもある深い時

間だったのではないかと、自分たちの阪神･淡

路大震災10年を思い返しながら感じておりま

した。 

今年も、お世話になって参りました岩手県

野田村を訪問し、追悼行事に参加して参りま

した。コロナ禍ということで距離を保ちなが

ら黙祷を捧げ、献花させて頂きました。 
 

追悼行事の後は、村長室にて、チーム北リアスが「復興庁令和２年度『新しい東北』復興・創生顕

彰」を受賞したことを村長に報告し、野田村復興展示室に移動して、震災伝承とむらづくりについて考

えるプチミーティングに参加しました。NVNADの事務所とはオンラインで結びました。野田村の復興

展示室は、本年2月に、国土交通省から震災伝承施設第3分類（訪問しやすく理解が深まる震災伝承施

設）に登録されました。ミーティングは、村長、副村長、未来づくり推進課職員と写真班を中心とした

チーム北リアスのメンバー、大阪大学の教員といった顔ぶれで、写真班もモデルとなった映画｢浅田

家！｣や写真班のメンバーが出版した本などに触れなが

ら、写真を交えた震災伝承について意見交換をしました。 
 
 

 10年が経ったことに加えて、ついに11年目が始まった

という印象をもって野田村から帰ってきました。私たちの

野田村での活動はこれからも続きます。ただ、10年が過ぎ

るにあたり、この10年で何ができたのか、何ができなかっ

たのか。そもそも私たちの活動が本当に野田村の人々に

とってよかったのかどうか・・・しっかりと振り返ってい

きたいと思います。そしてコロナ禍が終われば、また頻繁

に交流していきたいと思います。引き続き、ご支援のほど

よろしくお願い申し上げます。  

追悼会場 ほたてんぼうだい 

プチミーティング 

東日本大震災 

（理事長 渥美公秀） 
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書籍紹介 今春は、NVNADの活動をめぐって 

２冊の本を出して頂く機会に恵まれました。 

もう１冊は、兵庫県から渥美が委託を受けた現場研究に引き続き、今度は日

本学術振興会の研究助成(代表:渥美)を頂いてさらに深めることのできた研究成

果をまとめた本です。「まちづくりに織り込んだ防災･減災」というこれまでと

は違う新しい手法を提案し、兵庫県上郡町を舞台に実践していった事例をまと

めています。NVNADからは檜垣副理事長、矢守理事、寺本常務理事に執筆頂

き、共同研究者である石塚裕子先生（大阪大学講師）と私とでとりまとめた本

です。前半の理論編はできるだけわかりやすく、後半の実践編はできるだけ実

際に使えるようにと工夫しました。カバーや表紙には石塚先生が描かれた素敵

な絵を使わせて頂きました。これだけ災害が頻発しているにも関わらず、地域

では、防災活動がマンネリ化している、携わる人が少ないといった声が聞こえ

てきます。そんなときにこの本を手にとって頂き、ちょっと発想を変えて頂く

ことができればと願っています。              

１冊は、東日本大震災に際し、10年にわたって岩手県野田村で展開してきた活動

を整理した本です。野田村では、NVNADはチーム北リアスの一員として活動して

参りました。また、私は大阪大学の教員として他の教員や学生と一緒に関わってい

るプログラムもあります。団体としての活動は寺本常務理事が、大阪大学の動きの

一端は私が担当しました。そして、野田村で私たちを受け入れて下さって、ずっと

お世話してくださっております貫牛利一さんと私で一緒に全体の編集にあたりまし

た。表紙は、野田村でボランティアであることが一目でわかるようにと選んだ色

（＝チーム北リアスの色）です。10年にわたる活動の様子をお読み頂ければ幸いで

す。巻末には詳細な年表もつけ、関連する書籍や論文も一覧にしました。資料とし

てもご活用頂ければと願っております。 

ＮＶＮＡＤ新規事業のご紹介 

 近年災害が多発しており、いつ自分自身もしくは家

族、大切な人が被害に遭うかもしれません。また、災害

発生時には人と人との繋がりが大変重要なポイントとな

ります。日頃からお住まいの地域で連携し、防災・減災

を行う取り組みをしませんか。 

当団体が、地域に合った「防災プログラム」を企画

し、防災まちづくりのサポートをさせていただきます。

コロナ禍であっても災害は待ってくれません。災害に強

いまちづくりの在り方を、ＮＶＮＡＤと一緒に考えま

しょう！詳しくは当団体のホームページをご覧くださ

い。http://nvnad.or.jp/ 

渥美公秀 

《ま・ち・ご・と防災セミナー》 

 ２月14日(日) 浜脇公民館にて、《ま･ち･ご･と防災セミナー》

の一環として「リモートまちごと防災」を行いました。理事長で

ある渥美の挨拶に始まり、理事の寺本、米山、萩野がそれぞれの

テーマにそって講演を行い、三重県津市、兵庫県明石市、神戸市

にお住いの方々にはZoomでご参加いただきました。終了後に貴重

なご意見をきかせて下さり、大変参考になりました。感謝申し上

げます。 
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ＮＶＮＡＤの活動をお知らせするコーナーです。 Ｎうごき 

Ｎごよみ ５～７月の予定・講演などのスケジュール 

   ２月 14日 リモートまちごと防災（西宮市） 

 17日  ニュースVol.125発行 

 22日 災害ボランティア講座（大阪府門真市） 

 23日 臨時理事会 

 27日 災害ボランティア講座（西宮市） 

 28日 おうちde防災ピクニック（吹田市） 
 

   ３月 1～7日 事務所移転作業 

 5日  子ども防災クラブ（西宮市） 

 10日 ＫＳＮ交流会（西宮市） 

 11日 東日本大震災10年事業 

 16日 近畿ろうきん講座（兵庫県たつの市） 

 20日 すいすい吹田交流会（大阪府吹田市） 

 26日 おさんぽあるこう会（大阪府吹田市） 

 27日 災害ボランティア養成講座（大阪府枚方市） 

 28日 通常理事会 
 

   ４月 25日 丹波篠山市視察（兵庫県丹波篠山市） 

  ５月 8日 通常理事会 

 15日 ＮＶＮＡＤ会計監査 

 17日 ニュースＶol.126発行 

 23日 ＫＳＮオンライン交流会（西宮市） 
 

  ６月 4日 近畿ろうきん講座（大阪府） 

 12日 ＮＶＮＡＤ通常総会 

 14日 近畿ろうきん講座（兵庫県） 

 23日 豊能町社会福祉協議会（大阪府） 

 28日 ひょうごんオンライン総会（兵庫県神戸市） 
 

  ７月  7日 近畿ろうきん講座（西宮市） 

 31日 神戸＆福島交流会（兵庫県神戸市：オリンピア） 

子ども防災クラブ 
被災地にマスクをお届けする『手作りマスクプロ

ジェクト』も第三期が無事に済み、延べ1,000枚もの

マスクを大分や熊本にお届けすることができました。 

全国各地から想いを託してくださった皆さま、そし

て被災地へと繋いで

くださった加藤謙介

さま、この紙面をお

借りして御礼申し上

げます。 

詳細につきまして

は、ホームページを

ご覧ください。 

 ３月７日(土)高木市民館にて、年度最後となる第

３回子ども防災クラブを行いました。前半はプロ

ジェクターの写真を見ながら１年間の活動を振り返

り、クイズも交えながら和やかなひとときを過ごし

ました。後半は子ども達vs学生リーダーで『防災カ

ルタ』の対戦をし、声を出さずに大いに盛り上がり

ました。防災クイズにも挑戦し、最後は、卒業する

６年生ふたりに色紙を贈呈しました。 

 コロナ禍で開催が危ぶまれましたが、何とか開催

でき、久しぶりに子ども達の笑い声

も聞くことができました。ご協力く

ださった学生リーダーさん、どうも

ありがとうございました。 ココロープ 検索 消毒＆個包装が済んだ手作りマスク 

１週間に３回ほどのペースでWEB会議を開いています。 

大阪大学(たすかんねん)、すいすい吹田、KSN、ほか多数。 
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今年度になっても、コロナ感染が落ち着かない状況が続いています。ワクチン接種がある程度浸

透してくれば収束の見通しが立つのかもしれませんが、変異株の影響などまだまだ予断を許さない

状況もあるように思います。最近、特に気になるのが、外出を控えることによる高齢者を中心とし

た心身の健康面です。また、これから梅雨や台風シーズンを迎えるにあたり、避難所での定員問題

や感染症対策など、今一度個人や地域で考えておくことが大切ではないでしょうか。（H.T）  

認定特定非営利活動法人 日本災害救援ボランティアネットワーク〔ＮＶＮＡＤ〕 
 〒662-0853 兵庫県西宮市津田町3-43 TEL 0798(34)9011/FAX 0798(34)9022  

http://www.nvnad.or.jp/ 発行人：渥美公秀  

編集後記 

 

～会員・寄付者・募金者のみなさま～ 
（２０２１年２月１日～４月３０日）  

■会員のみなさま 

 個 人 正 会 員： 「継続」荻原迪子、八ツ塚としえ、梶昌代、魚島侑子、桐山裕文、三好紀昭、山下佳子 

   森川博雄、舟知正、松本清子、谷原和憲、定藤美雪、二宮英夫、平川りつ子 

   片岡幸壱、北村英夫、矢守恭代、矢野正史、林幹高、齊藤秀子 
 

 個人賛助会員：「継続」渥美久栄、加藤敬蔵、吉岡啓次、宮城久代、荒銀昌治、荒銀和子、佐々木真次 

   山田明子、山田和子、志賀理恵、秋山洋子、小栗優子、小村英子、松山晋也 

   小林良彦、小林静子、青木邦博、青木博子、石井保江、赤対泰、赤対美千代 

   前内安一、大里恵子、竹下養子、中島久美子、長野理恵子、八ツ塚一郎 

   田中恵子、渡邊鶴予、萩原美紀、妹尾洋子、矢野大樹、葉千鶴子、鈴木憲一 

   戸口始、戸口裕子、戸口京子、朝井朋子 
 

 法 人 正 会 員：「継続」株式会社GEOソリューションズ、株式会社笑顔の食卓 

   日本労働組合総連合会大阪府連合会   
 

  法人賛助会員：「継続」株式会社京佐興産 

 団 体 正 会 員：「継続」宗教法人真如苑 
 

   団体賛助会員：「継続」社会福祉法人光朔会オリンピア 
 

■寄付者のみなさま ※ココロープ宛のご寄付も含みます。 

  掛水須美枝、吉岡啓次、宮城久代、魚島侑子、古塚純枝、山下佳子、山岸裕吉 

  山田和子、志賀理恵、舟知正、小林良彦、渡邊鶴予、中垣伸、長野理恵子 

  定藤美雪、二宮英夫、山田明子、戸口始、戸口京子、イノウエ、近畿ろうきん 

  ソフトバンク(かざして募金)、ヤフー株式会社 
 

■募金者のみなさま 「東日本大震災」グッドスナカヤマヨシ 

  「令和２年７月豪雨災害」関西学院大学   
 

■ご協力いただいたみなさま 熊野尚子、山添艶子、竹内三豊喜、有岡イミ子、中野琴子、株式会社髙山堂 

    （順不同、敬称略） 

 ご支援、ご協力ありがとうございました。  

なお、振込み下さった方につきましては、振込名でご紹介させていただきましたのでご了承下さい。 

３月初旬に移転が無事に済み、新住所にて業務を始めております。 

お近くにお越しの際は、どうぞお立ち寄りください。 

事務所移転のご報告 

 新住所 … 西宮市津田町３－４３  

=== === 


